
し
て
粘
り
強
く
働
き
か
け
る
こ

と
を
求
め
た
と
こ
ろ
䣍
䣓
市
長
会

議
を
通
じ
て
実
質
的
な
核
軍
縮

の
進
展
と
核
兵
器
廃
絶
に
向
ࡅ
䣍

継
続
し
た
要
請
を
行
䣬
࡚
࠸
ࡁ

た
い
と
考
え
て
い
ࡿ
䣔
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
䣎

市
職
員
の
時
間
外
労
働
を
見

直
ࡋ
䣍
削
減
す
る
こ
と
に
つ
い

࡚
䣍
䣓
職
員
の
時
間
外
勤
務
ࡣ
䣍

䣕
時
間
外
勤
務
削
減
の
取
り
組

み
指
針
䣖
に
基
づ
き
事
前
命
令
の

徹
底
や
職
員
の
健
康
管
理
に
充
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平
和
施
策
で
ࡣ
䣍
毎
年
８
月
６

日
に
市
内
の
小
学
六
年
生
を
広

島
平
和
記
念
式
典
に
派
遣
す
る

䣓
広
島
平
和
祈
念
事
業
䣔
の
復
活

を
求
め
た
と
こ
ࢁ
䣍
䣓
令
和
六
年

度
は
市
内
小
学
生
を
対
象
に
広

島
平
和
記
念
式
典
へ
の
参
加
を

は
じ
め
と
し
た
平
和
学
習
や
参

加
児
童
に
よ
る
事
業
報
告
会
な

ど
を
予
定
し
て
い
ࡿ
䣔
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
䣎
ま
ࡓ
䣍
日
本
政
府

が
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す

ࡿ
ࡼ
࠺
䣍
非
核
平
和
宣
言
都
市
と

日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
が
昨
年
１１
月
䣍
岩
永
市
長
に
新
年
度

予
算
に
切
実
な
要
求
を
盛
り
込
ࡵ
䣍

１
０
１
項
目
の
予
算
要
望
を

行
࠸
ࡲ
ࡋ
ࡓ
ࡀ
䣍
こ
の
ほ
ど
そ
の
回
答
書
が
届
ࡁ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎
そ
の
な

か
࡛
䣍
広
島
平
和
記
念
式
典
へ
の
小
学
生
派
遣
が
復
活
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

前
向
き
の
回
答
に
つ
い
て
ࡣ
䣍
今
後
し
䣬

り
取
り
組
ま
れ
る
か
を

確
認
す
る
と
と
も
に
䣍
不
十
分
な
回
答
に
つ
い
て
ࡣ
䣍
担
当
部
局
と

の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
な

䣍
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
要
望

し
て
い
き
ま
す
䣎

「第９期介護保険事業計画・高齢者福

祉計画期間の介護保険料について」、基準

額（第５段階）は、第８期介護保険料と

同額の 5,940 円とする方向であること

が報告されました。

【見直しにあたっての考え方】

国の制度が見直され、標準段階の９段

階から １３ 段階への多段階化、高所得

者の標準乗率の引上げ、低所得者の標準

乗率の引下げが行われました。

甲賀市では、国の見直しの趣旨である

低所得者の保険料上昇の抑制等を行って

おり、第９期介護保険料についても継承

することとします。１４段階に変更。

２月５日開かれた厚生文教常任委員会で、区・自治会が所有する防犯灯

について、新年度から電気代及び修繕・新規の設置に関して市が負担する

ことになるとの報告がありました。

① 集落内、集落外ともに維持管理（電気料金の負担、修繕）を市が行う。

② 防犯灯の新規設置についても、新たな設置基準に基づき、市が行う。

甲賀市防犯灯設置基準について

・防犯灯は、いずれも市が設置、維持管理する。

・市が整備する防犯灯は小中高校生の通学する道路を優先して整備する。

・防犯灯の設置基準として、防犯灯を設置する間隔は、おおむね 60ｍ毎（電

柱２本間隔）に１灯とする。ただし、小中高校生の通学する道路につい

ては、周辺環境を勘案し、必要と判断される箇所については、おおむね

30ｍ毎（電柱１本間隔）に１灯とする。

３
月
議
会
が
２
月
16
᪥
䥹
㔠
䥺
よ
り
開
会
ࡉ
ࢀ
ࡲ
ࡍ
䣎
16
日
は
市

長
の
施
政
方
針
ࡀ
䣍
28
᪥
䥹
Ỉ
䥺
は
各
会
派
の
代
表
質
問
が
行
わ
れ
ま

ࡍ
䣎
日
本
共
産
党
ࡣ
䣍
岡
田
重
美
議
員
が
会
派
を
代
表
し
質
問
を
し
ま

ࡍ
䣎
３
᭶
㸯
᪥
䥹
㔠
䥺
は
㆟

㉁

䣍
㸲
᪥
䥹
᭶
䥺
か
ら
６
᪥
䥹
Ỉ
䥺

ま
で
一
般
質
問
が
行
ࢃ
ࢀ
ࡲ
ࡍ
䣎
㸵
᪥
䥹
ᮌ
䥺
か
ら
は
各
常
任
委
員
会

が
開
催
ࡉ
ࢀ
䣍
来
年
度
の
予
算
案
を
中
心
に
審
査
が
行
ࢃ
ࢀ
ࡲ
ࡍ
䣎
最

終
日
は
22
᪥
䥹
㔠
䥺
࡛
䣍
議
案
に
対
す
る
討
論
・
採
決
が
行
ࢃ
ࢀ
ࡲ
ࡍ
䣎

●…

平
和
施
策
࡛
ࡣ
䣍
毎
年
８
月

６
日
に
市
内
の
小
学
六
年
生
を
広

島
で
開
催
さ
れ
る
平
和
記
念
式
典

に
派
遣
ࡍ
ࡿ
䣓
広
島
平
和
祈
念
事

ᴗ
䣔
の
復
活
を
求
ࡵ
ࡓ

ࡇ
ࢁ
䣍䣓
令

和
六
年
度
は
市
内
小
学
生
を
対
象

に
広
島
平
和
記
念
式
典
へ
の
参
加

を
は
じ
め
と
し
た
平
和
学
習
や
参

加
児
童
に
よ
る
事
業
報
告
会
な
ど

を
予
定
ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
䣔

回
答
が
あ
り

ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎
ࡲ
ࡓ
日
本
政
府
が
核
兵
器

禁
止
条
約
を
批
准
ࡍ
ࡿ
ࡼ
࠺
䣍
非
核

平
和
宣
言
都
市
と
し
て
粘
り
強
く

働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
た
と
こ

ろ
䣓
市
長
会
議
を
通
じ
て
実
質
的
な

核
軍
縮
の
進
展
と
核
兵
器
廃
絶
に

向
ࡅ
䣍
継
続
し
た
要
請
を
行
䣬
࡚
࠸

き
た
い
と
考
࠼
࡚
࠸
ࡿ
䣔

ࡢ
回
答

ࡀ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

●…

市
職
員
の
時
間
外
労
働
を

見
直
ࡋ
䣍
削
減
す
る
こ
と
に
つ
い

࡚
䣍䣓
職
員
の
時
間
外
勤
務
ࡣ
䣍䣕
時

間
外
勤
務
削
減
の
取
り
組
み
ᣦ
㔪
䣖

に
基
づ
き
事
前
命
令
の
徹
底
や
職

員
の
健
康
管
理
に
充
分
考
慮
し
た

上
で
命
令
ࡍ
ࡿ
ࡇ

࡞

䣍
適
切
な

管
理
運
用
に
努
ࡵ
࡚
࠸
ࡿ
䣔
と
の
回

答
ࡀ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎
山
岡
議
員
の
連

続
す
る
質
問
࡛
䣍
深
夜
零
時
を
過
ぎ

て
の
残
業
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り

ࡲ
ࡍ
ࡀ
䣍
午
後
10
時
以
降
の
深
夜

残
業
の
改
善
が
必
要
࡛
ࡍ
䣎
引
き
続

ࡁ
䣍
業
務
量
の
見
直
し
や
市
職
員
体

制
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
求
め
て

࠸
ࡲ
ࡍ
䣎

●…

市
内
小
中
学
校
の
女
子
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
を
常
備
す
る
よ

う
に
と
の
要
望
に
は
䣓
現
在
保
健
室

で
対
応
ࢆ
ࡋ
࡚
࠾
ࡾ
䣍
ࡇ
の
よ
う
な

機
会
が
悩
み
の
相
談
や
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
場

࡞
䣬
࡚
࠸
ࡿ
䣎
校
内

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
を
行

࠺
ࡇ

ࡣ
࠸
ࡓ
ࡋ
ࡲ
ࡏ
ࢇ
ࡀ
䣍
児
童

生
徒
が
気
兼
ね
な
く
自
由
に
取
り

に
来
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
࠼
ࡲ
ࡍ
ࡢ
࡛
䣍
今
後
は

保
険
室
内
に
設
置
す
る
方
向
で
検

討
を
進
ࡵ
ࡲ
ࡍ
䣔

ࡢ
回
答
が
あ
り

ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

市長に要望書を届ける日本共産党甲賀市議員団と市委員長

(2023.11.17)

項目 現状 今後の方針 備考

請求が令和６年４月分から適用

(約 9,000 基・年間 37,000 千円)

照明機器 故障時にはＬＥＤ灯へ更新。

故障修繕 ＬＥＤ化は計画的に進める。

新規設置 区・自治会 市 設置基準に基づく

電気料金の支払 区・自治会 市

市区・自治会


